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　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封をして、
町役場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせていただきます。
不明な点は、総務課総務厚生係まで。ＴＥＬ８２・２１３１です。

さて、思い返せば 1年前の 2月 21日に私は国保病院の定期検診で堀院長に直腸癌を見つけて頂き、その後旭川の
病院に入院手術そして加療となったのでした。お陰様で元気になりましたが、最近体重が増えると言う悪いウイルス
におかされ？だんだん 1年前に戻りつつあります。主治医の先生からは半ば諦めにも似た眼差しで「知らんよ！」と
冷たい言葉を浴びせられています。が、今のところ再発の心配もありませんのでご安心ください。では、また。

産業振興センターで商工会主催の「ピザとワインの夕べ」が開催されましたので出席しました。この
催しは、興部町の特産品であるチーズを町民の皆様に知っていただき、様々な食材と共にワインを飲みながら楽しんでもらう事
を目的に開催されたのですが、120名もの方が来場され楽しい一時でありました。初めての開催と言う事もあり今後に工夫され
た方が良い点もありましたが、何よりも興部町にはノースプレインファーム・アドナイ・乳食研・冨田ファーム・パインランド
デイリーの 5社がチーズなどの乳製品を製造販売しています。この数は市町村としては日本一かも知れませんし、それぞれ特徴
のあるチーズや牛乳そしてケーキなどを製造・販売しています。しかし、町民の私たちがどんなチーズなのかあまり知らない、
食べたことが無いと言うのが実情ではないでしょうか？私もこの事を以前からどのように町として本当の特産品（町民に愛され
みんなが食べているもの）にしたら良いのか悩んでいました。商工会の今回のイベントが全てとは思いませんが、少なくともこ
ういう機会を繰り返しながら、「酪農おこっぺ」そして「チーズの里」と言われるまちづくりに繋げていきたいと思いました。

1月20日㈰

皆さんは「林業グループ」と言う組織・団体をご存知でしょうか？かつて、興部町も林業や木材加工業が
一大産業であった時代がありました。木の伐採方法も今とは違って人力や馬による方法でしたから「冬山造材」が盛んでありました。
この冬期間の造材事業は、農家や漁師にとって大切な現金収入の仕事でもありました。しかし、昭和 35年に木材の自由化が始まり、
また今まで豊かだった天然の大径木もほとんど伐採し尽したことから、今日の様に木材産業はとても小さな産業になりました。当然、
町も酪農やホタテの養殖に産業形態を転換しましたので、山づくりの技術の伝承・後継者づくりが課題となり、農家の後継者、青年
団など親が山を持っている (林家＝りんか )若者を対象に北海道の指導事業の一環として「林業グループ」をつくり植栽・造林など
の技術習得や研修事業などに取り組んできました。興部町では富丘林業グループが現在まで活動を続けていまして、代表である小浜
勝広さんが管内林業グループ連絡協議会の代表に就任したこともあり、興部町で総会と研修会が開催されましたので、私も出席させ
て頂き管内の各グループの活動状況などを聞かせて頂きました。どのグループも後継者の確保に頭を痛めていましたが、自分が育て
た木材で家を建てたり、富丘の様に木材の販売益で旅行に行ったりと山づくりを通じて楽しく活動されていることがよく分かりまし
た。懇親会では富丘林業グループの小浜さんと高橋さんが参加しているバンド演奏など楽しい会でありました。ところで皆さんは、
その昔、「エンジェルス」と言うバンドがあり結婚披露宴の余興の時のバックバンドをされていたのを覚えてますでしょうか？その
時のメンバーが小浜さんと高橋さんです。お二人は今でもその趣味を続けられている事も大変に素晴らしいと思いました。

2月 5日㈫

町長日誌の第 112 号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事
を町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

№112町長日誌
25年度の執行方針の原稿が午前中に完成しました。30分ぐらいの演説になりますので原稿用紙30
枚ぐらいになります。毎年 1月から 2月にかけて確定する予算案と共に一年間の方針を 3月 5日か

ら開催される第一回定例議会で議会に対して説明するのです。そして、この説明する方針に対して各議員さんより「一般質問」として様々な
ご意見が出され議論をおこないます。この様な議論を行い毎年 3月 20日ぐらいまでには 4月からの予算が決定するのです。さて、昨年末
から灯油の価格がどんどん上昇しています。「売れれば売れるほど値段が上がる」商品は燃油位なものでしょうか？しかし99％海外にエネル
ギーを頼っている日本国としては仕方ないのも確かです。また、新政権は今後どこからエネルギーを確保すべきか悩んでいます。今迄はサウ
ジアラビアを中心とする中東が主体でしたが、アメリカで激安のシェールガスやロシアの天然ガスなど様々な方向からエネルギーが供給され
る可能性がありますが、問題はその見返りを求められると言う事です。21日に行われる安倍・オバマ首脳会談と森・プーチン会談にはそん
な背景があるようです。原子力発電所の再稼働が当面難しい中にあって、火力発電所の燃料である天然ガス・石炭・石油等の輸入価格を安い
ものに置き換えなければ、私たちの支払う電気料金に跳ね返るのは間違いありません。先程、今日午後 2時から臨時議会を開催しました。案
件は 1件で灯油が昨年秋から高騰しているのを受け、低所得者などの世帯に少しでも安心して暖を取ってもらうため「石油価格高騰緊急対
策事業」（通称 : 福祉灯油）を行う事を決定して頂きました。この施策は平成 19年にも急激な灯油の高騰があり行ったことがあります。灯油
券で 1万円の支給となりますので、「町からのお知らせ」をよく見て頂くか、直接きらりの福祉保健課までお問い合わせください。

2月 20日㈬ PM4：00


